
令和7年度 安八町 予防接種ガイド          令和7年４月1日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定 期 予 防 接 種 （ 乳 幼 児 ） の 対 象 年 齢 
 

対象疾病 ワクチン 期間 間隔・回数 場所 

結 核 BCGワクチン 生後5か月～1歳に至るまでの間 1回 

 

 

町指定 

医療機関 

（個別接種） 

 

 

Ｂ型肝炎  
組換え沈降Ｂ型肝炎

ワクチン 
生後２か月～１歳に至るまでの間 

２７日以上の間隔をおいて２

回、初回接種後１３９日以上の

間隔をおいて１回、計３回 

小児の肺炎

球菌感染症 

沈降1５価肺炎球

菌結合型ワクチン 

1期初回：生後２か月～５歳未満 2７日以上の間隔で3回 

1期追加：生後２か月～５歳未満 
1期初回（3回）接種終了後 

６０日以上の間隔をあけて１回 

ヒブ感染症 
乾燥ヘモフィルス

ｂ型ワクチン 

1期初回：生後２か月～５歳未満 2７日以上の間隔で3回 

1期追加：生後２か月～５歳未満 
1期初回（3回）接種終了後 

7か月以上の間隔をあけて１回 

ジフテリア 

百日せき 

破傷風 

急性灰白髄炎 

（ポリオ） 

四種混合ワクチン

（DPT-IPV） 

沈降精製百日せき 

ジフテリア破傷風 

不活化ポリオ混合 

ワクチン 

1期初回：生後２か月～7 歳半未満 20日以上の間隔で3回 

1期追加：生後２か月～7 歳半未満 
1期初回（3回）接種終了後 

6か月～1年半の間に1回 

ジフテリア 

百日せき 

破傷風 

急性灰白髄炎 

（ポリオ） 

ヒブ感染症 

五種混合ワクチン

（DPT-IPV-Hib） 

沈降精製百日せき 

ジフテリア破傷風 

不活化ポリオ混合 

乾燥ヘモフィルスb型 

ワクチン 

1期初回：生後２か月～7 歳半未満 20日以上の間隔で3回 

1期追加：生後２か月～7 歳半未満 
1期初回（3回）接種終了後 

6か月～1年半の間に1回 

麻しん 

風しん 

乾燥弱毒生麻しん風しん

混合ワクチン 

（MR）または 

乾燥弱毒生麻しん 

ワクチンまたは 

乾燥弱毒生風しん 

ワクチン 

1期：1歳～2歳未満 

（1 歳をむかえたらなるべく早めに済ませてください）  
1回 

2期：5歳～7歳未満で 

小学校就学前1年間 

（いわゆる年長児期） 

1回 

水痘 
乾燥弱毒生 

水痘ワクチン 
1歳～3歳未満 

３か月以上の間隔で2回 

(標準的には６～12か月の間隔） 

予防接種へ行く前のチェック 
１． お子さんの体調はよいですか。 

２． 今日受ける予防接種について、必要性・効果及び副反応など理解していますか。 

わからないことがあれば、質問をメモにしておきましょう。 

３． 母子健康手帳は持ちましたか。 

４． 予診票、体温表（小学生以下の場合）の記入は済みましたか。 

５． 希望する予防接種の予約はしてありますか。 

 

 



対象疾病 ワクチン 期間 間隔・回数 場所 

日本脳炎 

乾燥細胞培養 

日本脳炎 

ワクチン 

1期初回：3歳～7歳半未満 6日以上の間隔で2回 

町指定 

医療機関 

（個別接種） 

1期追加：3歳～7歳半未満 
1期初回終了後6か月以上あけて

1回（標準的には1年あけて1回） 

第2期：９歳～１３歳未満  1回 

ジフテリア 

破傷風混合 

二種混合ワクチン 

（ＤＴ） 

沈降ジフテリア 

破傷風混合トキソイド 

第2期：11歳以上13歳未満 

（小学校6年生で接種） 
1回 

ロタウイル

ス感染症 

経口弱毒生ヒトロタ 

ウイルスワクチン 
出生６週０日後～２４週０日後 ２７日以上の間隔をおいて２回 

五価経口弱毒生ロタ 

ウイルスワクチン 
出生６週０日後～３２週０日後 ２７日以上の間隔をおいて３回 

 

対象疾病 ワクチン 対象年齢 
標準的な接種間隔 

自己負担額 
1回目 2回目 3回目 

ヒトパピロ

ーマウイル

ス感染症 

２価ワクチン 

（サーバリックス） 中学1年生～高

校1年生の女子 
１回 

標準的には１か月以

上の間隔をおいた後1

回 

1回目から５か月以上

の間隔、かつ2回目か

ら2か月半以上の間

隔をおいた後1回 

1回 

1,000円 

４価ワクチン 

（ガーダシル） 

９価ワクチン 

（シルガード９） 

中学1年生～高校

1年生の女子 

（1 回目の接種を

15 歳になるまで

に受ける場合） 

１回 

標準的には１か月以

上の間隔をおいた後1

回 

  

中学1年生～高校

1年生の女子 

（１回目の接種を

15 歳になってか

ら受ける場合） 

１回 

標準的には１か月以

上の間隔をおいた後1

回 

1回目から５か月以上

の間隔、かつ2回目か

ら2か月半以上の間

隔をおいた後1回 

※詳しくは、「予防接種とこどもの健康」をご覧ください。 

※接種間隔は医師の指示に従ってください。 

 

違う種類のワクチンを接種する場合の間隔 
生ワクチン(注射)  生ワクチン（注射） 

BCG、麻しん風しん混合（MR）、麻しん（単抗原）、 

風しん（単抗原）、水痘 

  

 生ワクチン（経口） 

おたふくかぜ、など  不活化ワクチン 

（生ワクチン(注射)を接種した日の翌日から、別の種類の生ワクチン(注射)を行う日までの間隔は、27 日以上、別の不活化ワクチンを行う日までの間隔は 1 日以上おく。）  

 

生ワクチン(経口)   

ロタワクチン  生ワクチン（注射） 

 生ワクチン（注射） 

不活化ワクチン  不活化ワクチン 

ジフテリア・百日せき・破傷風・不活化ポリオ（DPT－IPV）、

単独不活化ポリオワクチン、ジフテリア・破傷風（DT）、 

日本脳炎、ヒブ、小児肺炎球菌、Ｂ型肝炎 

  

 

 

 

 

インフルエンザ   

異なった種類のワクチンを特に急いで接種する必要がある場合は、医師にご相談ください。

なお、同じ種類のワクチンを複数回接種する場合には、それぞれに定められた間隔がありますの 

で、誤らないようにしてください。 

間隔の指定なし 

27日以上あける 

間隔の規定なし 



医療機関で個別接種するとき 
 

医療機関名 住所 電話番号 予約受付時間 

安八診療所 
安八町南今ヶ渕 

２７０－２ 
６４－３６１６ 

午前８時３０分～１２時 午後４時～６時 

水・土曜日午後休診 日曜日・祝日休診 

吉田医院 安八町城１－６ ６４－３８００ 
午前８時３０分～１２時 午後４時３０分～７時 

土曜日午後休診 木・日曜日・祝日休診 

岩田内科 

クリニック 

安八町森部 

１３８３－１ 
６３－００３８ 

午前８時３０分～１２時 午後４時３０分～７時 

木・土曜日午後休診 日曜日・祝日休診 

石田医院 
安八町氷取 

７３９ 
６４－２０１２ 

午前９時～１２時 午後４時～６時 

土曜日午後休診 木・日曜日・祝日休診 

おおくま内科 

クリニック 

安八町東結 

１５２０－１ 
６１－１２１５ 

午前９時～１２時 午後４時～７時 

水・土曜日午後休診 日曜日・祝日休診 

山中ジェネラル 

クリニック 

安八町森部 

１８７０－１ 
６３－２３３３ 

午前８時３０分～１２時３０分 午後４時～７時 

木・土曜日午後休診 日曜日・祝日休診 

 

① ４日前までに医療機関へ電話予約してください。（接種希望のワクチンを伝える） 
※上記以外でも接種できます。上記以外の医療機関をご希望の方は、保健センターへ必ずご連

絡ください 

② 当日、自宅でお子さんの体調の良いことを確認し、予診票を記入してください。 

体調が悪い時は予約取り消しの電話をしましょう。 

③ 医療機関へ予診票、母子健康手帳、体温表、自己負担金（ヒトパピローマ1,000

円）をお持ちください。 

※令和6年度より、ヒブ・小児肺炎球菌ワクチンの自己負担金がなくなりました。    

④ 接種後、３０分程はその場で様子をみてください。２～３週間くらいは副反応の

出現に注意し、気になる症状があれば受診しましょう。 

 
 

予防接種の接種期間について 

※接種期間開始は、誕生日の前日から接種可能です 

例えば５月3日の誕生日の場合は、5月2日から接種可能です 

５月1日 5月2日 5月3日 

 前日 誕生日 

※接種期間終了は、誕生日の前日までに済ませます 

例えば5月3日の誕生日の場合は、5月2日までに接種を済ませます 

5月1日 5月2日 5月3日 

 前日 誕生日 

    ↑ 

接種はここまで 

 



令和7年度 おたふくかぜ予防接種の助成について 

１．対 象 者  １～5歳の児（6歳の誕生日の前日まで） 

２．助 成 額  ２，５００円 

３．申請方法  ご希望の医療機関にて実費で接種した後、 

保健センターへ1か月以内に申請してください。 

 ＜持ち物＞ 

 ①領収証 

 ②接種したことがわかる書類（済証、母子健康手帳など） 

 ③印鑑 

 ④助成金振込先のわかるもの（口座通帳など） 

 

予防接種Q＆A 
 

Q1 水ぼうそうにかかりました。いつから予防接種できますか？ 

A1 ウイルス性の病気にかかった場合は、体（免疫の状態）が回復してから接種します。麻しん、

風しん、おたふくかぜ、水ぼうそう等にかかった場合は治癒後2～4週間程度、突発性発疹、

手足口病、りんご病は1～2週間程度の間隔をあけます。接種時は、医師が状態を判断して

可否を決めます。 

 

Q2 接種日にどうしても保護者が同伴できません。祖父母の同伴でも接種できますか？ 

A2 予防接種では原則、保護者の同伴が必要です。保護者が特段の理由で同伴できない場合は、

お子さんの健康状態を普段からよく知っている親族等の方が同伴することができます。ただ

し委任状が必要ですので、事前に保健センターへご連絡ください。 

 

Q3 風邪を引いて、抗生物質が入った薬を飲んでいました。いつから接種できますか？ 

A3 抗生物質が体内に残っていたり、体がしっかり回復していなかったりすると、ワクチンの効

果が十分に得られないことがあります。飲み終わってから2週間後が目安です。 

 

Q4  町外のかかりつけ医や里帰り先でも、接種を受けられますか？ 

A4  岐阜県広域化予防接種事業の協力医療機関であれば、町外の医療機関でも接種を受けられま

す。協力医療機関一覧や制度の詳細については、岐阜県のホームページをご覧ください。 

http://www.pref.gifu.lg.jp/kodomo/kenko/kansensho/11223/kouikika.html 

 

 

通知について 
 

予防接種法に基づく定期の予防接種は、市町村が行うことになっており、「広報あんぱち」「いき

いきカレンダー」でお知らせしています。予防接種は、住民基本台帳に基づいて行いますので、赤

ちゃんが生まれた時、転居した時には、必ず届け出をしましょう。 

法律改正等により、予防接種の実施期間や助成金額等が変更になる場合があります。変更になっ

た場合は、広報あんぱち、安八町ホームページ等でお知らせしますので、ご確認ください。 

 

問い合わせ 所 長 担 当 電 話 FAX 

安八町保健センター 戸之洞 牧野 ６４－３７７５ ６４－５５３５ 

 

http://www.pref.gifu.lg.jp/kodomo/kenko/kansensho/11223/kouikika.html

